
日 建 連 活 動 報 告

「
日
建
連
表
彰
二
〇
二
一
」表
彰
式・祝
賀
会
を
開
催

　

日
建
連
は
昨
年
十
二
月
九
日
、Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｏ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ 

Ｔ
ｏ
ｋｙ
ｏ
に
お
い
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底

し
て
着
席
形
式
で「
日
建
連
表
彰
二
〇

二
一
」の
表
彰
式
・
祝
賀
会
を
行
っ
た
。

日
建
連
表
彰
は
、建
築
分
野
の「
Ｂ
Ｃ
Ｓ

賞
」と
土
木
分
野
の「
土
木
賞
」で
構
成

す
る
新
た
な
表
彰
制
度
で
あ
る
。二
回
目

と
な
る
今
回
は
、Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
は
一
五
件
、

土
木
賞
は
特
別
賞
を
含
む
一
一
件
、合

わ
せ
て
二
六
件
が
顕
彰
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
宮
本
洋
一
日
建
連
会
長
か

ら「
二
六
件
の
受
賞
案
件
は
、い
ず
れ
も

国
民
の
生
活
基
盤
を
支
え
る
社
会
資
本

整
備
の
範
を
示
し
、わ
が
国
が
誇
る
質
の

高
い
建
築
ス
ト
ッ
ク
の
更
な
る
発
展
に

資
す
る
も
の
で
あ
る
。日
建
連
表
彰
を
建

設
業
界
を
代
表
す
る
表
彰
事
業
と
し
て

発
展
、定
着
さ
せ
て
い
く
た
め
に
更
に
研

鑽
を
積
ん
で
い
く
」と
挨
拶
し
た
。

　

次
い
で
、来
賓
の
中
山
展
宏
国
土
交

通
副
大
臣
が「
日
建
連
表
彰
の
今
回
受

賞
し
た
二
六
案
件
は
そ
れ
ぞ
れ
社
会
的

資
産
と
し
て
今
後
も
地
域
に
お
い
て
愛

さ
れ
、ま
た
、活
用
さ
れ
続
け
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」と
斉
藤
鉄
夫
国
土
交

通
大
臣
の
祝
辞
を
代
読
し
た
。

　

続
い
て
、第
六
二
回
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
、第
二

回
土
木
賞
の
順
に
表
彰
状
の
授
与
が
行

わ
れ
た
。第
六
二
回
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
選
考
委
員

を
代
表
し
て
後
藤
春
彦
早
稲
田
大
学
大

学
院
教
授
、第
二
回
土
木
賞
選
考
委
員

長
・
木
村
亮
京
都
大
学
大
学
院
教
授
に

よ
る
講
評（
次
ペ
ー
ジ
）の
後
に
、宮
本

会
長
か
ら
各
受
賞
案
件
の
代
表
者
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
受
賞
案
件
の
紹
介

に
続
き
受
賞
者
代
表
が
登
壇
し
て
表
彰

状
を
授
与
さ
れ
る
間
、そ
の
他
の
関
係
者

は
自
席
で
起
立
し
、受
賞
案
件
に
込
め
ら

れ
た
熱
い
想
い
を
胸
に
表
彰
状
の
授
与

を
見
守
っ
て
い
た
。

　

表
彰
状
授
与
の
後
、両
賞
受
賞
者
を

代
表
し
て
、Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
は「
老
朽
化
が
進

み
耐
震
基
準
に
合
わ
な
い
旧
建
物
を
最

新
の
技
術
に
よ
り
蘇
ら
せ
て
く
れ
た
関

係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
」と

㈱
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
の
澤
田
太
郎
社

長
が
、土
木
賞
は「
発
注
者
、元
請
、協

力
会
社
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
全
員
の
一

体
感
が
成
功
要
因
だ
。こ
の
喜
び
と
同

時
に
技
術
の
向
上
に
努
め
て
土
木
・
建

築
へ
の
貢
献
を
誓
い
た
い
」と
㈱
大
林
組

の
佐
藤
健
人
副
社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

の
喜
び
を
語
っ
た
後
、先
ほ
ど
登
壇
し
て

表
彰
さ
れ
た
受
賞
案
件
の
代
表
者
に
よ

る
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で

は
、押
味
至
一
副
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

蓮
輪
賢
治
副
会
長
の
乾
杯
の
発
声
の
後
、

来
賓
を
代
表
し
て
田
辺
新
一（
一
社
）日

本
建
築
学
会
長
、谷
口
博
昭（
公
社
）土

木
学
会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
に
お
け
る
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
三
位
一
体
」で
す
。建
築
主
、設
計
者
、施
工
者
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
評
価
の
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
ま
す
。こ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
は
何
の
た
め
に
働

く
こ
と
な
の
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
な
り
に
四
年
間
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
の
選
考
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、建
築
の
社
会
性
、あ
る
い
は
公
共
性

を
実
現
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

建
築
の
先
端
を
切
り
拓
い
て
い
く
日
本
建
築
学
会
賞
に
対
し
て
、建
築
の
社
会
貢
献
の
裾
野
を
広

げ
て
い
く
役
割
を
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
は
担
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
の
意
味
で
も
第
六
二
回
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞

を
受
賞
さ
れ
た
一
五
作
品
は
、継
続
し
て
建
築
と
社
会
を
接
続
す
る
役
割
を
担
い
続
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
希
望
い
た
し
ま
す
。

　

土
木
賞
の
コ
ン
セ
プ
ト
通
り
、「
施
工
プ
ロ
セ
ス
」の
観
点
か
ら
、生
産
性
の
向
上
に
よ
り
、社
会
的

要
請
で
あ
る
早
期
完
成
や
環
境
保
全
を
実
現
し
た
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、新
設
工
事
よ
り
技
術
力
が

試
さ
れ
る「
更
新
」「
改
築
」な
ど
の
事
業
が
目
立
ち
ま
す
。地
域
社
会
に
溶
け
込
ん
だ「
暮
ら
し
を
守

り
豊
か
に
す
る
構
造
物
」と
し
て
長
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

二
次
選
考
で
は
、事
業
へ
の
想
い
や
施
工
で
の
創
意
工
夫
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。一
日
に
二
二
件
の
お
話
を
聞
く
の
は
大
変
で
し
た
が
、映
像
を
駆
使
し
た
わ
か
り
易
さ
と
、応

募
書
類
で
は
表
現
が
難
し
い
事
業
に
対
す
る
情
熱
量
が
選
考
に
影
響
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、特
別
賞
は
想
定
以
上
に
倍
率
の
高
い
賞
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、事
業
や
施
工
業
者
の
規
模
に

よ
ら
ず
、継
続
的
、積
極
的
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

土
木
賞
に
よ
っ
て「
土
木
事
業
の
底
力
」を
大
い
に
表
現
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

記念の集合写真（撮影の時のみマスク非着用）
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Ｓ
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来賓の中山国土交通副大臣より祝辞をいただく 主催者として挨拶する宮本会長
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